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発達障害をもつ（またはその疑いのある）大学生への修学・就労支援に関する近年の研究動向 ― 49 ―― 48 ―
(307)
表 1：大学における発達障害（診断書有）の学生数の推移
調査年 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
LD 15 27 54 71 104 106 120 96
ADHD 21 35 53 98 154 191 236 278
高機能自閉症等 103 175 351 696 849 1,133 1,541 1,674
重複 － － － － 72 143 145 234



















（％） 教職員 学生 外部
1 点訳・墨訳 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 0 0 1
2 教材のテキストデータ化 1 1.2% 2 0.9% 2 0.8% 2 0 0
3 教材の拡大 1 1.2% 0 0.0% 6 2.4% 5 1 1
4 ガイドヘルプ 1 1.2% 5 2.2% 5 2.0% 4 1 0
5 リーディングサービス 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 1 1 0
6 手話通訳 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 0 0
7 ノートテイク 4 4.9% 7 3.1% 10 3.9% 0 9 2
8 パソコンテイク 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 0 0 0
9 ビデオ教材字幕付け 1 1.2% 1 0.4% 2 0.8% 1 2 0
10 チューター又はティーチング・アシスタントの活用 19 23.5% 30 13.3% 40 15.7% 15 31 6
11 試験時間延長・別室受験 19 23.5% 31 13.7% 54 21.2% － － －
12 解答方法配慮 8 9.9% 23 10.2% 18 7.1% － － －
13 パソコンの持込使用許可 5 6.2% 11 4.9% 17 6.7% － － －
14 注意事項等文書伝達 12 14.8% 65 28.8% 95 37.3% － － －
15 使用教室配慮 3 3.7% 19 8.4% 18 7.1% － － －
16 実技・実習配慮 21 25.9% 71 31.4% 69 27.1% － － －
17 教室内座席配慮 14 17.3% 50 22.1% 62 24.3% － － －
18 FM補聴器・マイク使用 0 0.0% 1 0.4% 2 0.8% － － －
19 専用机・イス・スペース確保 1 1.2% 6 2.7% 9 3.5% － － －
20 読み上げソフト使用 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% － － －
21 講義内容録音許可 3 3.7% 33 14.6% 54 21.2% － － －
22 休憩室の確保 24 29.6% 75 33.2% 79 31.0% － － －
23 その他 0 0.0% 63 27.9% 107 42.0% － － －
実施校数 81 226 255 24 40 8
＊ 授業以外の支援 － 226 302 － － －
注：実施率は「授業支援実施校数÷実施校数の計×100（%）」
出所：表 1 と同様






















































check sheet with 10 question（Ddcs-10））を開
発・実施し，因子分析を行うとともに，自閉性
スペクトラム指数日本版短縮版（AQ-J-16）お
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